
 
 

ＳＮＳへの不適切投稿対策ポスター第 2 弾が完成しました 
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TOPICS 

今年は早期に「インフルエンザ対策」を始めましょう！ 

 
◆今年は早くも流行の兆しが…… 
 インフルエンザは例年 12 月から３月にかけて流行し
ますが、今シーズンは早めの注意・対策が必要となり
そうです。 
厚生労働省が 10 月４日に発表したインフルエンザに
関する発生状況によると、今年は例年より早い定点当
たり報告数の増加が見られており、インフルエンザ流
行レベルマップを通した情報の提供の開始が早めら
れることとなりました。夏休み明け前後からインフル
エンザによる学級閉鎖が行われるなどの例年にない
状況も見られることから、同省では、インフルエン
ザ・ワクチンの早めの手配に動き出しています。 
また、今年の国内のインフルエンザウィルスは、ヒト
Ａ型の AH1pdm09 が 73％、AH3 亜型が 17％、ヒトＢ型
が 10％。AH1pdm09 は 2009 年に世界的なパンデミック
を起こしたウィルスで、そのときは 10～12 月に発生
のピークがありました。この点からも、今年はインフ
ルエンザの流行時期が早まることが懸念されていま
す。 
今後の本格的な流行に備え、「インフルエンザにかか
らない」、そして「感染を広げない」ための対策を講
じることが求められます。 

 
◆感染拡大防止のための企業対策 

インフルエンザは感染症予防法による法的な就業規
制の対象ではありませんので、自主的なガイドライン
を策定することになります。一般的に、インフルエン
ザ発症前日から発症前後３～７日間はウィルスを排
出するといわれていますので、その期間は出勤させな
いことが望ましいでしょう。社内規程を確認し、必要
があれば整備しておきましょう。 

 
◆すぐできる、「清掃」によるインフルエンザ対策 

また、簡単ながら効果のある対策として、「清掃の徹
底」が挙げられます。インフルエンザは、飛沫感染の
ほか、接触感染により拡大します。机・テーブル、椅
子、ドアノブ、スイッチ、手すり、エレベーターのボ
タン、トイレのレバーや便座等、職場で人がよく触れ
るところをこまめに水と洗剤で拭いて清掃しましょ
う。次亜塩素酸ナトリウム、イソプロパノール、消毒
用エタノールといった消毒剤の利用も有効です。 

編集後記 
 今年もあと 2か月をきりました。インフルエンザ予防接種、
タイヤ交換、お歳暮、年賀状等、年末にかけて様々な対応に
追われる季節の到来です。そして、忙しい時にこそ疎かにで
きないのが健康管理。体が温まる食事をとり、適度な運動を
心掛け、十分な休息をとる-理想の生活習慣ですが、全てを
即座に実行するのは難しいですよね。まず食事面から考えて
みますと、体を温めて免疫力アップに効果がありそうな食
材、生姜が有名ですが、他にも根菜類、葱、ニラ、にんにく、
南瓜、赤身の魚、卵、タコ、チーズ、栗、ゴマ、唐辛子、黒
豆、味噌等、色々有るようです。因みに日本の食卓でおなじ
みの紅鮭、最近では世界的に注目を集めているそうで、栄養
価が高く、抗酸化作用、疲労回復にも効果があるとのこと。
鮭は秋から冬が旬、鍋物や鮭のちゃんちゃん焼き等で野菜も
たっぷりとりつつ、年末を乗り切りたいものです。 

         

     

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働者不足への対処法 
～労働経済動向調査からわかる他社の取組み 
 
◆約７割の企業が対策を講じている 

厚生労働省から、「労働経済動向調査（2019 年８月）」
の結果が公表されました。同調査は、景気の変動が雇
用などに及ぼしている影響や今後の見通しについて
調査し、労働経済の変化や問題点を把握することを目
的に、四半期ごとに実施しているものです。 
今回は、特別調査項目として挙がった「労働者不足の
対処方法」について取り上げ、労働者が不足している
と回答した企業が、人手不足対策として、どのような
取組みを行っているのか、みていきます。 

 
◆トップは 
『正社員等採用・正社員以外から正社員への登用の増加』 

現在、労働者が不足していて、かつ、過去１年間に何
らかの「対処をした」事業所の割合は 70％、今後１年
間に「対処をする予定」の事業所の割合は 66％でした。
対処策としては、過去１年間・今後１年間とも『正社
員等採用・正社員以外から正社員への登用の増加』の
割合が最も多く挙がりました。 
ほかには、「臨時、パートタイムの増加」、『派遣労
働者の活用』、『配置転換・出向者の受入れ』が続い
ています。 

 
◆賃金アップよりも社員の働きやすさを重視？ 
賃金以外の在職者の労働条件の改善として、休暇の取

得促進、所定労働時間の削減、育児支援や復帰支援の制
度の充実などに取り組んでいます。これら労働条件の改
善は、前回調査（2018 年８月）と比べると上昇幅が最
も大きく、企業は、社員が働きやすい環境の整備に力を
入れているようです。 
上昇幅では上記がトップでしたが、次いで『在職者の

労働条件の改善（賃金）』、その他『離転職の防止策の
強化、又は再雇用制度、定年延長、継続雇用』『求人条
件（賃金、労働時間・休暇、学歴、必要資格・経験等）
の緩和』、『省力化投資による生産性の向上・外注化・
下請化等』も対策として挙がっています。 
 
ホームページに 

「オリジナル商品のご案内」のページを作成しました 
ＳＮＳポスター2 種や 
出産手続管理用ファイル等 
皆さまのお役に立ちたいと 
作成した商品をご案内して 
います。ぜひご覧ください。 


